
令和６年６月一般社団法人大阪臨床整形外科医会理事会議事録 

日時：令和 6年 6 月 1 日（土）15：00〜18：00  

場所：ハービス ENT 9階会議室 

出席者 35名（敬称略） 

＜副会長＞ 白木 隆士 木下 裕介 堀口 泰輔 宮崎 浩 

＜理事＞  明石 健一 重栖 孝 大窪 博 片岡 英一郎 岸本 英樹 小坂 理也  

清水 広太 史 賢林 竹口 輝彦 調子 和則 中川  浩彰  中塚 映政  

中野 晋吾 橋本 和喜 濱田 泰彦 藤本 啓治 邉見 俊一 増田 博  

三木 良久 水沢 慶一 宮口 正継 宮田  重樹 村上 仁志 山口  眞一  

山本 善哉 吉田 清志 吉川 尚孝 吉村 弘治 和田 孝彦 

＜特別出席者＞無し ＜監 事＞栗本  一孝 前中  孝文 ＜オブザーバー＞ 右近 良治 山本 哲 

定刻に出席者 25名を確認して、白木会長代行の司会で理事会が開始された。 

新理事 7名が出席され、自己紹介をされた。 

 

令和 6 年 3 月 OCOA 理事会議事録承認 

第 372 回研修会開催場所を修正、承認された。 

第 48 回 OCOA 総会議事録承認 

承認された。 

令和 6 年 4 月 OCOA 総会後理事会議事録承認 

出席者数、出席者名を修正、承認された 

 

[協議事項] 

１、研修会実施予定                       宮﨑 副会長 

第 370 回大阪臨床整形外科医会研修会（令和 6 年 6 月 29日：ANAクラウンプラザホテル大阪） 

共催：東和薬品  受付 三木 良久 先生、橋本 和喜 先生 司会 清水 広太 先生 

講演Ⅰ「レセプトデータベースから見える骨粗鬆症診療の現状」 座長：小林 正之 先生 

講師：近畿大学医学部名誉教授 伊木雅之 先生 

講演Ⅱ「小児脊柱変形の診断と治療の最新動向－患児の将来を守るために－」  

座長：宮口 正継 先生 

講師：大阪市立総合医療センター 側弯症センター センター長 松村 昭 先生 

大阪臨床整形外科医会特別研修会（令和 6 年 7月 27 日：TKP ガーデンシティ PREMIUM大阪駅前） 

共催：大塚製薬  受付 明石 健一 先生、越宗 勝 先生 司会 岸本 英樹 先生 

講演Ⅰ「手外科領域におけるエクオールの可能性 

〜手のしびれ、年齢のせいにしていませんか〜」 座長：邊見 俊一 先生 

講師：順天堂大学医学部附属浦安病院整形外科准教授 市原 理司 先生 

講演Ⅱ「整形外科における男女共同参画のこれまでの歩み〜現在地から将来への展望〜」  

座長：河崎 美也子 先生 

講師：社会医療法人朋仁会整形外科北新病院上肢人工関節・内視鏡センター 大泉 尚美 先生 



第 371 回大阪臨床整形外科医会研修会（令和 6 年 8 月 24日：ブリーゼプラザ） 

共催：旭化成ファーマ  受付 山本 善哉 先生、堀口 泰輔 先生 司会 大窪 博 先生 

講演Ⅰ「分子標的治療薬はリウマチ患者の筋肉を増やすのか？」 座長：榎本 誠 先生 

講師：大阪市立総合医療センター整形外科医長・リウマチセンター副センター長 多田 昌弘 先生 

講演Ⅱ「骨・軟部腫瘍のプライマリ・ケア」 座長：宮田 重樹 先生 

講師：奈良県立医科大学骨軟部腫瘍制御・機能再建医学教授 朴木 寛弥 先生 

第 372 回大阪臨床整形外科医会研修会 

（令和 6年９月 28 日：TKP ガーデンシティ PREMIUM大阪梅田新道）共催：第一三共   

受付 小坂 理也 先生、重栖 孝 先生 司会 中野 晋吾 先生 

講演Ⅰ「股関節診療におけるピットフォールと対応  

リウマチ性疾患や神経障害性疼痛への対策も含めて」 座長：山口 眞一 先生 

講師：横浜市立大学整形外科講師：崔 賢民 先生 

講演Ⅱ 演題名：「人工膝関節置換術後の患者満足度向上を目指して〜術後動態解析からの最新知見〜」 

座長 岸本 成人 先生 

講師：大阪大学大学院医学系研究科器官制御外科学講師 玉城 雅史 先生 

第 373 回大阪臨床整形外科医会研修会（令和 6 年 10 月 19 日：ANA クラウンプラザホテル大阪） 

共催：帝人ヘルスケア  受付 中谷 晃之 先生、吉川 尚孝 先生 司会 濱田 泰彦 先生 

講演Ⅰ 座長 神藤 佳孝 先生 

講演Ⅱ 座長 中塚 映政 先生 

第 374 回大阪臨床整形外科医会研修会（令和 6 年 11 月 16 日：リーガロイヤルホテル大阪） 

共催：久光製薬  受付 吉村 弘治 先生、水沢 慶一 先生  司会 河合 大吾郎 先生 

講演Ⅰ 座長 木下 裕介 先生 

講演Ⅱ 座長 村上 仁志 先生 

以上、承認された。 

２、2024 ロコモ健康フォーラムについて              木下 副会長 

（１）日時：令和 6 年１0 月 26 日（土） 14:00〜16:20 

（２）会場：阿倍野区民センター大ホール (644 名定員) 

（３）名義：主催/ 大阪臨床整形外科医会（OCOA） 

後援/ 全国ストップ・ザ・ロコモ協議会、阿倍野区医師会 

（４）内容：開会の挨拶  貴島 浩二 OCOA 会長 

講演１ 「フレイル対策で健やかな長寿を」 

独立行政法人労働者健康安全機構 大阪ろうさい病院 総長 楽木 宏実 先生 

講演２ 「宮田・木下ロコトレ教室」 

宮田 重樹 先生、木下 裕介 先生 

閉会の挨拶 木下 裕介 先生 

予算案、協賛金趣意書についても、承認された。 

３、2025 ロコモ健康フォーラムについて             木下 副会長 

松原市で 7 月に開催、大阪臨床内科医会と合同で開催。 以上、承認された。 



現在土曜日開催であるが、開催場所によっては土曜日 14：00に集合できる先生が限られてくる

ため、日曜日開催も可能とする。 

 

４、大阪マラソン                      大窪 理事   

(1) 大阪マラソン大会 2025 令和 7 年 2月 24 日（祝）開催予定  

(2) 救護所出務後に反省会を開催 17:30 からホテルニューオオタニ“マンハッタン・クレイン”にて 

以上、承認された。 

５、会報 PDF 化について                   調子 理事   

川西軽印刷での見積り： 印刷（発送込）¥698,280、データ納品のみ ¥215,600 

会報誌 PDF化について、承認された。 

（来年度の会報第 51号からは、製本配布無しでホームページに PDF 掲載だけになる） 

６、帯状疱疹ワクチン使用状況に関するインターネットアンケートのお願い  片岡 理事  

  日本リウマチ学会の TNF 阻害薬使用ガイドラインでは、TNF 阻害薬などを使用患者への生ワクチ

ン接種は禁忌とされています。しかし最近、2 名の TNF 阻害薬投与中の患者に、他院で生ワクチンを

投与されていたことがわかりました。（一人は、リウマチを診ている整形外科専門医でした。）抗体製剤

は消化器、皮膚科領域などでも使用されており、帯状疱疹ワクチンの啓発が進んでいることで、このよ

うな事例が増えることが危惧されます。ついては、会員への注意喚起とともに実態を調査したいので、

無記名アンケートを実施したく存じます。 

TNFi guideline_tnf_230323、厚労省 帯状疱疹ワクチン 2023、水痘生ワクチン 添付文書 

 以上が資料として提示され、 

OCOA会員に対する上記アンケート実施が承認された。 

７、令和６年度 第１８回大阪運動器リハセラピスト資格継続研修会開催計画  

山本(善) 理事   

１）開催計画進行状況 

＊日時：令和 6 年 10 月 27 日（日） 12：00〜16：30 

＊場所：大阪府医師協同組合本部 ８F大ホール（昨年と同じ場所です） 

＊講師および 演題の依頼  

 大阪公立大 木下 裕介 先生  脊椎疾患における日常診療 

 近大    三木 良久 先生  運動器リハビリテーションとそのプロセス 

 阪大    吉田 清志 先生  肢体不自由の運動療法 

 関西医大  河合大吾郎 先生  演題未定 

＊日本運動器科学会  資格継続単位 4 単位 申請予定 

ロコモコーディネーター 資格継続研修単位 2単位 申請予定 

セラピスト研修を受ける方が、ロコモコーディネーターの単位を上乗せでとれる形で受付予定。 

＊広報   OCOAホームページへの掲載、NETLINX による会員への FAX 

      状況により定期研修会送付物への同封依頼＝共催メーカーに依頼  



＊受付方法 原則としてOCOAホームページよりWebにて受付予定 

  ＊定員について、会場は、フルにいれれば 180 人（昨年は 117 名の参加あり） 

コロナによる資格継続条件の緩和措置が終了したため、応募者の増加が見込まれる。 

＊出務予定（敬称略） 

（委員長）山本（善）、貴島会長、宮崎副会長（学術）、堀口副会長（経理）、吉田 清志（講師兼任）、

木下副会長（講師兼任）、白木副会長、明石 健一、水沢 慶一、岸本 英樹、吉村 弘治 

以上、承認された。 

８．疑義照会                        堀口 副会長 

費用弁償規則において、本来支給すべき出務費が未支給の場合（例：コロナ禍におけるWeb 配信研

修会での座長等）、一定期間内に申請があれば遡及して支給することとしているが、その申請、支給が

不徹底であり、あらためて経理担当の堀口副会長が調査し、該当者に支給する旨の提案があり、 

承認された。 

９，ホームページバナー広告の契約関連書類          宮口 理事 

ホームページバナー広告の契約関連書類を会長交代および実際の契約期間に従って文言を修正する

こと、また契約の解除について必ずしも文書でなくともよいとすること、が提案され、承認された。 

なお当該書類に押印する公印は四角、丸形どちらでもよく、コピー＆ペーストによりサイズが大小し

ても差し支えないこと、も確認された。 

１０、会員動態                        白木 副会長 

令和 6 年 5 月 7日現在  

前々回理事会 令和 6 年 3 月 2 日 (正会員 478 名) 以降 新入会 1 名  

  松原 基子 先生 令和 6年 3 月 21 日入会 正会員 

前々回理事会 令和 6 年 3 月 2 日 以降 退会 7名 (内正会員 6 名) 

      國里 洋子 先生  令和 6 年 3月５日   退会 正会員 御逝去 

      光武 宏 先生   令和 6 年 3月 19 日  退会 正会員 高齢の為 

      河合 潔 先生   令和 6 年 3月 23 日  退会 正会員 継承の為 

      原田 稔 先生   令和 6 年 3月 31 日  退会 正会員 高齢の為 

      森澤 康二 先生  令和 6 年 4月 2日   退会 正会員 高齢の為 

      中村 薫 先生   令和 6 年 4月 19 日  退会 正会員 高齢の為  

      越智 隆弘 先生  令和 6 年 5月 3日     御逝去 名誉会員  

＃郵便物があて先不明で返ってくる方 1 名。 

立沢 善和 先生 異動届、退会届の提出はありませんので正会員に含めています 

令和 6 年 5 月 7日現在 

    正会員     473 名  (478+1-6) 

    特別会員    6 名 (うち 3名が JCOA 名誉会員)   

    顧問(現役教授)  6 名 近畿大学赤木教授退官され、後藤 公志(こうじ)先生 就任。 

大阪医科薬科大学の根尾昌志先生が退官され、大槻 周平 先生 が就任。 

特別顧問    1 名  茂松 日医副会長(正会員に含む) 



    名誉会員(元教授等)   10 名 (田中 清介 先生 ご逝去。越智 隆弘 先生 ご逝去) 

           (赤木 將男 先生、根尾 昌志 先生 が令和 6年の総会で就任) 

    合計  495 名 (JCOA 名誉会員が計 6名)   

    JCOA 正会員は、OCOA正会員 473 名 + OCOA特別会員 6 名   

479 名から JCOA 名誉会員 6 名 を除いた 473 名 

以上、報告された。 

 

[報告事項] 

１、令和 6 年度第 1 回一般社団法人日本臨床整形外科学会理事会 

及び整形外科医政協議会執行委員会     4/21・東京  貴島 会長 

【審議事項】 

・令和 5年度会計監査結果について（木内・西本）、承認された。 

・令和 6年度予算について（木内）、承認された。 

・令和 6年度事業計画（案）及び事業日程（案）について（新井）、承認された。 

・令和 6・7年度裁定委員会委員候補者について（新井） 

各ブロックからの候補者が承認された。（近畿ブロックからは麻生伸一先生が承認された） 

・名誉会員推薦の辞退について（新井）、2 名の先生の辞退、11 名の先生の名誉会員推薦が確認された。 

  （近畿ブロックからは大阪の山本 哲会員、兵庫の北 潔会員、松原 司会員 が推薦された） 

・SLOC への一般寄附の募集について（新井） 

例年通り会員及び SLOC団体会員にお願いすることが承認された。（認定 NPO 法人として 3,000 円

以上の寄付者の数が年平均 100 人以上であるという基準を満たす必要） 

・理事会及び各種委員会等資料のペーパーレス化について（新井）、承認された。 

・学術研究助成規則の変更について（長谷川） 

  現在、学術研究助成の応募資格と研究代表者は「正会員」となっているが、名誉会員も含めるよう規

則変更が提案された。審議され、選考時に正会員であればよいという運用規則の改正が決定した。 

・第 37回 JCOA学術集会（熊本）について（大山）、開催要項が説明され、承認された。 

・令和 11 年度実施の JCOA学術集会、研修会の開催地区について（大山） 

  学術集会が関東ブロック、研修会が東北ブロックで開催される事が承認された。 

・JCOA 災害医療チームの顔写真入り名簿の作成について（河村） 

  JCOAウェブサイト内の「会員の部屋」災害医療チーム検討委員会のページに掲載され、災害実務担

当者会議や、JCOADiT が災害現場に出務する際の参加者名簿として利用する予定。承認された。 

・LINE 連絡網の構築について（河村）、災害発生時の緊急連絡の手段として、JCOA 災害医療チーム検討

委員会構成者と各都道府県の災害実務連絡担当者の LINE連絡網の構築が承認された。 

・各都道府県におけるスクールトレーナー制度に関する情報提供の依頼について（北村） 

  各県の COA 代表者にスクールトレーナー制度に関する情報提供をお願いすることが承認された。 

  （昨年 1月にスクールトレーナー認定の理学療法士の研修会が開催され、今年４月から愛媛、島根、

京都、横浜など８都道府県 11 か所でモデル事業が行われている） 

・日臨整誌投稿規程の変更について（鮫島）、論文投稿に関して、日臨整誌投稿規程でオンライン投稿シ



ステムの項目を追加することが承認された。 

【各種報告事項】 

・令和 5年度運動器検診後の受診勧告児童・生徒等の実態調査結果報告（8 年目）（新井） 

   運動器検診も 8 年が経過し、学校医からは運動器検診に対する疑問の声も上がっている。運動器

検診の成果が見えないことが原因の一つであると考えられる。今後も、この運動器検診後受診アンケ

ートを通じて運動器検診の成果を検証し発表する必要があり、JCOA ではアンケートを引き続き実

施し、児童・生徒の運動器の状態を観察する予定で、更なる協力のお願いがあった。 

・小児運動器疾患指導管理料について（令和 6年 3 月 28 日の疑義解釈資料において）（新井） 

【小児運動器疾患指導管理料】 

問 145 「B001」の「28」小児運動器疾患指導管理料の(2)のエに規定する「その他、手術適応の評

価等、成長に応じた適切な治療法の選択のために継続的な診療が必要な患者」について、外傷に伴う

骨端線損傷等により手術適応の評価等、成長に応じた適切な治療法の選択のために継続的な 診療が

必要であると医学的に判断される場合は、当該指導管理料を算定可能か。(答)算定可能。 

以上の事務連絡があり、小児運動器疾患指導管理料が外傷に伴う骨端線損傷等に拡大されたことが

報告され、適切な算定が求められた。 

・日本臨床分科医会代表者会議の日医ニュースへの掲載について（新井） 

  日医ニュース日本臨床分科医会代表者会議所属医会の紹介に日本臨床整形外科学会が紹介された。 

・各都道府県におけるフレイル健診進捗状況に関するアンケート調査報告（二階堂）    

  すべての都道府県より回答があり、フレイル健診が始まったことを知らなかったと回答したのは

66％、フレイルと判定する基準を定めていない都道府県が 77.6％と多かった。フレイル対策を具体

的にどう行うか決まっているのは 29.8％に過ぎなかった。 

  このような結果より、フレイルロコモ対策として、ロコトレがとても有効な手段であることを認識し

て頂く好機ととらえて、JCOAが中心となって、各都道府県の整形外科医が各都道府県医師会を通じ

て、後期高齢者広域連合に働きかけを行い、効果のあるフレイル健診対策として、ロコトレ指導が採

用されれば、ロコモ・フレイル指導管理料の新設にも繋がりやすいと考えられる。 

・産業医に関するアンケート調査報告（久賀） 

  産業医活動は高齢労働者が増加していく今後の産業界においては重要な取り組みであるが、整形外

科医が苦慮しているのは、長時間労働・ストレスチェック後の面談、職場復帰のための面談など、メ

ンタルヘルス関係が多くを占めており、医師会・産業保健センターなどのサポート体制も脆弱である

ため、個人的に他の診療科に依頼しているのが現状であり、体制の整備が望まれる。 

【日整会理事会報告事項】（田中）  

以下の案（決定事項ではない）が出ていること、が報告された。 

① 整形外科専門医の資格更新 e-learning とテストについて 

日本専門医機構の専門医更新基準が改訂され更新時のテストが求められているため 

・2026 年 3月末の更新者から、資格更新 e テストを義務付ける 

・e-learningの受講と eテスト受験期間は、更新前年 11月１日〜更新年 4月末 

（更新手続き期間の 6カ月間）とする 

・単位取得の条件を満たした専門医のみを対象とする 

・1時間の e-learning に対して e テスト 5問、これを 2 セット行う 



・e テストは期間中であれば何回でも受験が可能とし、100 点満点で合格とする 

② 3 回以上更新した専門医の更新時診療実績証明の免除について 

日本専門医機構より是正が求められているため、特に手術症例に限定されていないことからシニア

の専門医でも可能であり、今後は診療実績証明の免除は中止とし、更新 3 回目までと同様に 100 例の

リストによる証明を義務付ける 

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／ 

整形外科医政協議会執行委員会 

【整形外科医政協議会審議事項】 

第 27 回参議院通常選挙の推薦について（新井） 

  比例代表（全国区）候補として、日本医師会常任理事の釜萢敏氏を推薦すること、が承認された。 

以上、報告された（貴島会長欠席のため、白木副会長による代理報告）。 

２、第 66 回大阪整形外科セミナー          3/16・大阪  山口 理事 

第 66 回大阪整形外科セミナー   会場： TKPガーデンシティ大阪淀屋橋バンケット 10B 

一般講演  座長 大阪警察病院 脊椎・脊髄センター長 大島 和也先生 

「Oncology Emergency(Frankel A)の治療経験と課題の検討」 

大阪警察病院臨床研修指導センター 浅子 毅瑠 先生 

「肩峰骨折」               堺市立総合医療センター大野 純生 先生 

「環椎低形成を伴う頚椎症候性脊髄症の一例」大阪府済生会中津病院整形外科 川田 啓二郎 先生 

「撓尺骨骨幹部再再骨折の一例」      大阪赤十字病院整形外科 芳山 貴樹先生 

特別講演  座長 岸本整形外科院長 岸本成人先生 

「腰部脊柱管狭窄症の診断と治療」一新たなエビデンス：MiroTAS試験も含めて一 

福島県立医科大学医学部整形外科学講座准教授 二階堂 琢也 先生 

第 66 回大阪整形外科セミナー世話人会 議事録 

・次回、次々回当番世話人の選定･確認  

第 67 回当番世話人は北摂総合病院 劉先生 （テーマ選定 旭化成㈱担当者とで相談） 

2024 年 8 月 3日（土） 中之島ダイビル 32 階にて（共催：旭化成ファーマ）。 

次回一般演題座長の選定  山口医院 山口先生内定  

・第 68回当番世話人はグローバル整形外科病院 藤尾先生   

開催候補日とテーマ、講師候補については 8/3(土)までに尾先生と第一三共担当者と相談。 

・大阪市立総合医療センター 日高先生ご定年につき後任として星 学先生の承認  

・共催メーカー経費負担については原則、 

会場費（ペット茶込み）・特別講演講師の謝金交通費のみ、それ以外の経費・交通費は負担しない  

・共催メーカーの追加について日頃取引のあるメーカーに協力依頼する  

・第 65回会計報告  

（収入）前回繰越金 32,000 円 ＋単位取得費用 1,000 円×19 人⇒19,000 円  計  51,000 円  

（支出）クオカード（受付業務費用） 5,000 円 

次回第 66 回繰越金  51,000 ｰ 5,000＝46,000 円 で 会計 岸本 先生、監事 乾 先生 了承 

３、令和 5 年度第 2 回雑誌編集委員会       3/２8・WEB   山口 理事 



【委員会決議事項】 

 1. 理事長諮問事項の確認  各事項について確認を行った。 

 2. 投稿規定の変更について、日本臨床整形外科学会雑誌の投稿規定の修正を行った。 

オンライン投稿システムを利用することに伴う変更が主である。  

3. オンライン投稿システムのリンク作成について、  

オンライン投稿システムを利用するにあたり、論文投稿先のリンクを JCOA ウェブサイト、学術集

会開催ウエブサイトにバナー、を載せてもらうこととなった。JCOA サイト内でトップページにする

か、会員の部屋内（パスワード必要）にするか、議論になった。 会員以外も投稿受け付けていること、

シンポジストの先生も投稿することを考え、トップページにリンクのバナーを載せることになった。

掲載に際し、立入副委員長が事務局 に依頼文を出すことになった。 

4. 査読の方法について、 

査読委員会には査読もインターネットで行うため前回の委員会でインターネット環境のある先生に

査読をお願いした。実際の査読方法についてわかりづらいところがあるので、具体的な査読のやり方

についてのマニュアルなどを査読委員に渡す方向となった。内容については一橋印刷と相談すること

となった。論文と投稿については特に難しい点はないので特にマニュアルは用意しない。  

【委員会報告事項】  

1. 第 36 回学術集会（千葉）の論文掲載時期について  

発表演題の論文を掲載する第 120 号は、令和 6 年 6 月末の発行予定である 

オンライン投稿システムは JCOA 理事会で承認後に正式決定となることが報告された。 

４，令和６年度第１回医療システム委員会       4 /17・WEB 宮﨑 副会長  

【理事会審議付帯事項】 

「各都道府県におけるスクールトレーナー制度に関する情報提供のお願い」の文書（含 別紙 1 スク

ールトレーナー制度についての問題点の整理 別紙 2 スクールトレーナー制度についての情報提供用

紙）を各県臨床整形外科医会会長、各県代表者宛に送付し情報提供を募ることの実施について、理事

会に上程した。 

【協議・検討事項】 

1. 令和 6 年度 JCOAシンポジウムについて 

吉田政史委員長が過去のシンポのテーマ、基調講演等について説明し、以下のとおり決定した。 

（１） テーマは、「柔整問題の過去と将来 JCOA の対応を振り返る」とした。 

（２） 基調講演 1 は、テーマに沿った内容（今までに本委員会が行ってきたこと、何が出来たか、

今後の目標など）とし、演者は角南義文アドバイザーか相原忠彦アドバイザーとした。 

（３） 基調講演 2 は、医科と柔整との併給禁止について、とし、演者は松本光司委員とした。 

（４） シンポジストは国会議員や厚労省役人等様々な意見が出たが引き続き検討することとした。 

（５） 情報交換会は、品川プリンスホテル 3階小会議室で、対象はこれまでと同様 JCOA 役員、本

委員会構成者、国会議員、他団体、保険者、報道関係者とした。 

2. JCOAホームページ柔道整復等の改定（以下のとおり、決定した） 

（１）2011 年以前の古い内容は削除することとした。 

（２）スライド部は、現在の内容を削除し、続「整骨院、接骨院の謎」や施術同意書関連、医接連携に



ついて松本光司委員が作成することとなった。 

（３）雑誌部に関しては、 

 ①整形外科医療の周辺問題資料集 vol.3 の下に、資料集 3 訂正：柔道整復師と「あはき」比較表

2012/1/7 を移動することとした。 

③ 医業類似行為に係る健康被害調査は最新版に変更することとした。 

  ③「日本における骨関節疾患治療の歴史―整形外科医と江戸時代の整骨医―」（日臨整会報 4巻 2号 

2010 順天堂大学客員教授 酒井シズ）を追加することとした。 

  ④秋田県の三浦由太先生が以前執筆された未投稿論文「日本の整形外科の歴史」をホームページに掲

載することを相原忠彦アドバイザーが提案し、ご本人の承諾が得られれば追加することとした。 

3．スクールトレーナー 

（１）吉田政史委員長が学校保健委員会の理事長諮問事項中間報告について報告した。協議の結果、当

委員会と学校保健委員会との情報共有や連携は行わず、各委員会が独自に問題に取り組むことと

なった。 

（２）吉田政史委員長が、各都道府県におけるスクールトレーナー制度に関する情報提供の依頼文や情

報提供用紙について報告し、次回の JCOA 理事会での承認後配布されることとなった。 

4．第 98回 JOA 学術集会（東京：令和 7 年 5月 22〜5月 25日）（以下のとおり、決定した） 

（１）令和 7年度の JOA学術集会シンポジウムに医療システム委員会から演題を出すこととした。 

（２）シンポジウムのタイトルは「整形外科周辺問題」とし、基本的かつ簡易な内容で、勤務医の興味

を引くような副題名をつけることとした。 

【報告事項】 

1. 令和 5 年度第 4回医療システム委員会議事録（2/4） 資料確認。 

2. 令和 5 年度 JCOA医療システム委員会、 JOA 広報・渉外委員会合同委員会議事録（2/4） 

資料確認。 

3. 令和 5 年度第 6回理事会議事録（2/18） 

能登半島地震において JCOA会員には大きな被害がなかったことが報告された。 

4. 令和 5 年度 3 回 JOA広報・渉外委員会議事録（2/4） 

医療システム委員会に関係するものはなし。 

5. 医業類似行為に係る健康被害等報告のお願い 

宮崎浩副委員長は、次のとおり報告した。 

（1） 報告依頼文で、JCOA ウェブサイトからの報告の方法を判り易く書くこととした。 

（2） 報告書の最後に“その他（コメントなど）”を追加した。 

（3） 愛知県さとう整形外科佐藤崇先生への返答について。 

6. 令和 4.5 年度理事長諮問事項答申 

資料確認。 

7. 第 28 回社会保障審議会（医療保険部会 柔道整復療養費検討専門委員会）（3/18） 

松本光司委員が、以下を報告した。 

（１） 施術者の委員が、国家試験漏洩問題のために交代した。 

（２） 明細書の無償交付の義務化について、対象施術所は 10 数％（その内申請は 10 数％）。 

（３） 患者ごとに償還払いに変更できる事例について、「長期かつ頻回患者」の対象に関して施術



者と保険者で意見がわかれている。 

8. 第 30 回社会保障審議会（医療保険部会 あはき療養費検討専門委員会）（3/18） 

松本光司委員が、往療料、料金包括化、同一建物の施術費について議論されたことを報告した。 

【資料】 

1． 柔整施術療養費の受領委任の取り扱いの中止相当について（東北厚生局） 

吉田政史委員長が、福島県の柔道整復師による療養費不正請求に対し、東北厚生局の監査の結

果、5 年間の療養費の受領委任の取り扱いが中止になったことを報告した。 

2． 整形外科から接骨院参入〜開業レポート〜について、吉田政史委員長が報告した。 

3． 当日資料として、松本光司委員が以下を報告した。 

(ア)「あはきQ&A」 (イ)オンライン資格確認の議論 

(ウ)医科との併給問題について、保険者が不支給とした療養費が、再審査請求で認められた。 

５、第９回ホームページ管理委員会          5/14・WEB 宮口 理事 

出席者：宮口、明石、木下、白木、神藤、邉見、和田、大窪、（アドバイザー）牧元（敬称略） 

【協議事項】 

１．新体制に伴う役員・理事の HP 上の更新 

掲載は役員・理事・常任理事のみで、会長ご挨拶の更新も行う、こととした。 

２．新入会員の紹介コーナー 

１年を経過したもの（慶元整形外科・さいじょうクリニック）は掲載終了とした。 

３．バナー広告について 

(1) ３社（大阪整形外科病院、アーキテクツスタジオジャパン、Kタスケル）は解約となり契約

更新とならず。 

(2)（株）ワイズマン（IT 関連の企業）と新たに契約完了。４月３日の臨時の紙面委員会にて承

認を得て、５月１日より広告掲載開始とした。 

(3) ２枠の空きがあり、新規契約の候補として、装具会社など類似ケースで広告掲載実績のある

企業に打診をすることとした。 

4．整形外科医政協議会のリンクについて 

会員の部屋から JCOA ホームページ上の整形外科医政協議会のサイトへリンクできるようにする。 

5. ロコモ健康フォーラムに関して 

詳細は次回理事会の承認を経て掲載。まず開催の案内をファーストページのお知らせに掲載する。 

6. オンデマンド視聴について、OCOA単独開催のWeb研修会に限り会員に公開しているが、もっ

と有効利用していただけるように club ocoaを通じて全会員への案内のメール配信を行う。 

7. ＨＰ内掲示物の修正・アップデート 

（１）ファーストページのお知らせ  

ロコモ健康フォーラム開催案内、大阪マラソン（2024 年度）の大阪府医ニュース掲載の紹介、

JCOAの災害活動（能登地震）の紹介を掲載することとした。 

（２）会員のページのお知らせ  

JCOA学会（熊本）の案内を掲載。セラピスト研修会情報も理事会以降で掲載予定とする。 

（３）会員の部屋の JCOA 情報配信  



第 50 回研修会（京都）及び第 37回学術集会（熊本）の更新を行った。 

【報告事項】 

ホームページアクセス状況について、4 月 2339 ユーザーと緩やかに増加を示している。 

 

６，令和６年度第 1 回運動器リハビリテーション・介護保険検討委員会  

              5/19・東京   吉村 理事 

【委員会決議事項】 

１．当委員会から提出した腱鞘内注射増点についての要望書が診療報酬に反映された。 

これらの経緯につき、松原副理事長から詳細な経緯の報告があった 

２．第 37 回 JCOA 学術集会（熊本）シンポジウム 予演日程 

「今後の運動器リハビリテーションの展望」（日時：6 月 19 日（水）Zoom によるWeb 会議） 

３．医業経営委員会への要望項目の決定 

【医療保険関係】 

 ※ 医療保険関係の 1から 4 を重要項目として決定し、当委員会で担当をそれぞれ決定した。 

１．運動器リハビリテーション点数の再評価（運動器リハビリテーションⅠを脳血管等リハビリテ

ーションⅡと同等に）  

２．運動器リハビリテーションの評価として現行の FIM にロコモ度テストを加える。 

     担当：吉村 弘治先生 

３．運動器リハビリテーション施設基準の機能訓練室面積基準の緩和（30m²） 

４．急性増悪の規定の変更  

     運動器リハビリテーションは、ロコモ 25 で 5 点以上増加した場合に急性増悪とする。 

   ５．早期リハ加算：日帰り手術後の外来早期リハビリテーションを含める 

【新設項目】 １．運動量増加機器加算  ２．運動器不安定症訓練法 

  【材料項目】 四肢関節固定帯（弾性包帯の材料費を収載してもらいたい） 

４．運動器リハビリテーション施設基準の機能訓練室面積基準の緩和。(30m²)については、現在消炎

鎮痛処置のみの施設がセラピストでも運動器リハビリテーション施設に参入できることを記載し、

その結果でどの位の人が運動器リハに参入するかのアンケートを行う。 

７、リクルート委員会活動報告              邉見 理事 

令和 6 年度も労災・府医の新規開業リストや大学からの新規開業者情報から各大学別の非会員開業

医を抽出し未加入者リストを作成し、入会勧誘を進めてきた。今後も会員の高齢化と新規開業者減少

に伴う会員数の減少が予想される。新型コロナ感染症も沈静化してきており、今後対面の研修会も増

えてくると思われるので、懇親会等を利用し積極的にリクルート活動をおこなっていきたい。 

各大学のリクルート状況の確認及び報告された。 

８、研修会実施報告                   宮﨑 副会長   

第 368 回大阪臨床整形外科医会研修会 （令和 6 年 4月 20 日 対面開催 共催 大正製薬）   

参加者数 118 名（会員 91 名 非会員 27 名） 

講演Ⅰ 日整会 N6、13、Re 日医 15   講演Ⅱ 日整会N7、11、R 日医 61 



日本リウマチ学会（講演Ⅰ、Ⅱ 各々１単位） 日本リウマチ財団（講演Ⅰ、Ⅱ 各々１単位） 

第 369 回大阪臨床整形外科医会研修会（令和 6 年 5 月 11日 対面開催 共催 エーザイ）                   

参加者数 88名（会員 68名 非会員 20 名） 

講演Ⅰ 日整会 N1 日医 20   講演Ⅱ 日整会 N4、11、R 日医 61 

日本リウマチ学会（講演Ⅱ  １単位） 日本リウマチ財団（講演Ⅱ １単位） 

日本骨粗鬆症学会（講演Ⅱ 5 単位） 

講演開始時間より遅れて単位申請する受講者へ受付対応に関して検討することとなった。 
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令和 ６ 年 ６ 月 １ 日  

 

一般社団法人大阪臨床整形外科医会 

     

          


